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年金をあきらめていた皆さんへ

　年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）を25年から10年に短縮します。
これにより年金を受け取れる方を増やし、これまで納めていただいた年金保険料をなるべく
年金のお支払いにつなげることができます。

受給資格期間 25年

年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が10年に短縮され、
これまで年金を受けることができなかった方も年金が受給できる可能性があります！

平成28年度 国民年金特集

2

1  何が変わるの？

　すでに65歳以上の方で、年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が10
年以上の方が対象になります。
　対象者の方には平成29年2月末～7月までの間に日本年金機構から「年金請求書」を順次
お送りする予定です。届きましたら随時手続きをお願いします。

2  対象者は誰になるの？

　対象者の方は、平成29年9月分を10月にご指定の口座へ年金をお振込みします。
　（以降、2ヶ月分の年金を偶数月にお支払いします。）

3  いつから受給できるの？

　年金保険料を納めた期間に応じて支給される年金額が決まります。保険料を納めた期間が
長ければそれだけ年金額が多くなります。また、国民年金の後納制度や任意加入により、年
金額を増やすことができる場合がありますので、年金事務所にご相談ください。

4  受給できる年金額はどうなりますか？

28年

15年

○ 支給ありこれまで

平成29年
8月1日以降

× 支給なし

受給資格期間 10年

15年 ○ 支給あり
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　過去5年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申し込みにより、平成30年
9月までに限り、国民年金保険料を納めることが出来ます。
　後納制度を利用することで、年金額が増えたり、納付した期間が不足して年金を受
給できなかった方が年金受給資格を得られる場合があります。

※年金制度が改正され、後納制度をご利用できる期間が過去10
　年から5年に変わりました。
　（過去2年以内の未納分は、これまで通り後納制度を利用しな
　くても納付可能です。）

■ご利用いただける方
　①20歳以上60歳未満の方で、5年以内に納め忘れの期間や未加入期間がある方
　②65歳以上の方で、年金受給資格がなく任意加入中の方など
※60歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方は申し込みできません。

　稚内年金事務所お客様相談室において予約制による年金相談を実施しております。
　　＊予約相談希望日の1カ月前から前日まで受付しています。
　　＊ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください。
　　＊予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合があります。
　　＊ご都合により来所できない場合には、事前にご連絡をお願いします。

予約相談時間帯
　●平日　午前8時30分～午後4時00分　　●土曜　午前9時30分～午後3時00分

ご予約連絡先

※自動音声でご案内します。音声に従って『2番』を選択してください。

受付時間：月　曜　日　午前8：30～午後7：00
　　　　　火～金曜日　午前8：30～午後5：15
　　　　　第２土曜日　午前9：30～午後4：00

（0162）74－1000または（0162）74－1002

＊ 一般的な年金相談に関するお問い合わせ ＊

利尻町役場くらし支援課町民係　☎0163－84－2345
日本年金機構　稚内年金事務所　☎0162－74－1000

＊ この記事に関するお問い合わせ先 ＊

0570－05－1165
（ナビダイヤル）

「ねんきんダイヤル」
お問い
合わせ

過去5年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は 申し込みにより 平成30年

国民年金保険料の納め忘れがある方へ国民年金保険料の納め忘れがある方へ

年金事務所お客様相談室において予約制による年金相談を実施しておりま

年金の予約相談を実施しています年金の予約相談を実施しています



わたしたちは沢山の方に支えられ、つながりの中で暮らし
ています。
日頃のご近所づきあいを通して、救える命が沢山あります。
みんなで地域のきずなを深め、見守りネットワークで高齢
者を支えていきましょう。

※1つでもチェックがつくようであれば、利尻町地域包括支援センター、くらし支援課福
　祉係までご連絡を！！

　ご近所の方と接していて、「いつもと様子が
なんとなく違う」「気がかりで心配だ」‥‥と思
うようなことがあったら利尻町地域包括支援セ
ンター（IP：84－9020）、くらし支援課福祉係
（IP：84－9019）まで気軽にご相談ください。
連絡後、高齢者の様子を確認させていただき、
必要に応じて病院受診や介護保険サービス利用
など関係機関と協議し必要な対応や支援を提供
します。

さりげない見守りと小さな気づきが大切です。
　 あなたのまわりで気がかりな
　　　　　　　　　 高齢者はいませんか？

【ご近所の高齢者の方に、こんな変化はありませんか？】

むこう3軒の見守りむこう3軒の見守り
～あなたのさりげない見守り～～あなたのさりげない見守り～

4

質　　　　　　　　問

郵便受けが、新聞や郵便物でいっぱいになっている

玄関前の雪かきがされていないし、玄関のカーテンが閉まったままになっている

最近外出している姿をみかけなくなった

同居する家族に介護疲れがみられる

同居する家族が高齢者に対して冷淡な態度や無関心な態度をとっている

体に傷やあざなどがあり、理由を聞いてもはっきりしない

高齢者の自宅に販売業者が頻繁に出入りしている

チェック欄No.

1

2

3

4

5

6

7

つながり

見守り 声かけ

気づきあいさつ
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第4回町議会定例会は12月13日
招集され、条例案、補正予算等を
審議し、いずれも原案のとおり可
決しました。主なものは次のとお
りです。

平成28年　　平成28年　　
第4回町議会定例会第4回町議会定例会
平成28年
第4回町議会定例会

◆
利
尻
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
及
び
利
尻
町

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
及

び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
本
条
例
は
、
人
事
院
勧
告
に

準
じ
、
利
尻
町
職
員
の
給
与
等

に
つ
い
て
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。
人
事
院
は
、
本
年
八

月
八
日
国
会
及
び
内
閣
に
対
し
、

国
家
公
務
員
の
給
与
等
に
つ
い

て
勧
告
を
行
い
、
十
月
十
四
日

閣
議
決
定
し
、
十
一
月
十
六
日

の
第
一
九
二
回
通
常
国
会
に
お

い
て
可
決
、
成
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
国
に
準
じ
、

月
例
給
及
び
勤
勉
手
当
等
を
引

上
げ
る
と
と
も
に
、
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
を
図
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布

に
伴
い
、
関
連
す
る
本
町
の
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。
主
な
改
正
内
容
は
、
軽

自
動
車
税
で
は
「
環
境
性
能
割
」

を
創
設
し
、
現
行
の
軽
自
動
車

税
を
「
軽
自
動
車
税
種
別
割
」

と
す
る
こ
と
と
、
グ
リ
ー
ン
化

特
例
を
一
年
間
延
長
し
た
こ
と
、

法
人
住
民
税
で
は
、
法
人
税
割

の
税
率
を
引
下
げ
、
引
下
げ
相

当
分
が
地
方
法
人
税
に
上
乗
せ

と
な
る
こ
と
、
個
人
住
民
税
で

は
、
医
療
費
控
除
の
特
例
の
創

設
や
、
延
滞
金
の
計
算
期
間
の

見
直
し
な
ど
、
所
要
の
措
置
を

講
じ
た
も
の
で
す
。

【
条
例
改
正
】

1億6,980万0,000円
834万3,000円
394万8,000円
88万1,000円
217万4,000円
13万4,000円
1万9,000円
819万8,000円
△ 7万6,000円

46億3,352万7,000円
3億9,680万5,000円
4,891万5,000円

2億8,851万8,000円
8,367万8,000円

1億3,787万3,000円
5,826万9,000円

2億1,665万6,000円
2億8,970万4,000円

※△は減額です。

一般会計補正予算（第６号）

砕石事業会計補正予算（第１号）

国民健康保険事業
特別会計補正予算（第３号）

簡　易　水　道
特別会計補正予算（第１号）

特別養護老人ホーム
特別会計補正予算（第１号）

介　護　保　険
特別会計補正予算（第３号）

漁業集落排水施設事業
特別会計補正予算（第１号）

下 水 道 事 業
特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）

補　正　額（増減） 予　算　総　額

【各会計補正予算】
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◆
平
成
二
十
八
年
度
利
尻
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
五
一

九
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
四
四
億
六
三
七
二
万
七
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
る
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
林
業
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

三
三
五
万
円

○
港
湾
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

五
四
万
円

○
道
路
補
修
等
事
業

　
　
　
　
　
　
　

一
三
〇
万
円

【
専
決
処
分
】

地
方
議
会
議
員
の

厚
生
年
金
制
度
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
地
方
公
共

団
体
の
自
由
度
が
拡
大
し
、
自
主
性
及
び
自
立

性
の
高
ま
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
住
民
の
代
表

機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
任
が
格
段
に
重
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
議
員
の
活
動
も
幅
広
い
分

野
に
及
ぶ
と
と
も
に
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
統
一
地

方
選
挙
に
お
い
て
、
町
村
で
は
議
員
へ
の
立
候

補
者
が
減
少
し
、
無
投
票
当
選
が
増
加
す
る
な

ど
、
住
民
の
関
心
の
低
下
や
地
方
議
会
議
員
の

な
り
手
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度

を
時
代
に
相
応
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
議

員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方

議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方

議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の

 

経
営
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

十
一
月
十
八
日
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
現

在
の
営
業
路
線
の
お
よ
そ
半
分
と
な
る
十

路
線
十
三
線
区
を
単
独
で
は
維
持
が
困
難

で
あ
る
と
発
表
し
た
。

　

こ
の
路
線
の
い
ず
れ
か
が
廃
止
と
な
れ

ば
、
そ
の
地
域
の
過
疎
化
が
促
進
さ
れ
、

地
域
の
経
済
や
住
民
の
く
ら
し
を
破
壊
す

る
こ
と
に
な
る
。
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
発
足
当
初
か
ら
、
国
の

経
営
安
定
化
基
金
に
よ
り
経
営
を
維
持
し

て
お
り
、
積
雪
寒
冷
地
と
い
う
気
象
条
件

も
か
さ
な
り
、
設
備
の
維
持
管
理
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の

日
常
生
活
に
重
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
鉄

道
を
北
海
道
に
お
い
て
公
共
交
通
機
関
と

し
て
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
が
自
立
で
き
る
よ
う
財

政
支
援
等
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣

大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書

　

北
海
道
で
は
本
年
八
月
、
台
風
七
、
十
一
、
九
号

が
相
次
い
で
上
陸
し
、
さ
ら
に
台
風
十
号
の
影
響
に

よ
る
集
中
豪
雨
に
伴
う
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
り
、

住
宅
や
農
地
へ
の
浸
水
被
害
及
び
道
路
・
鉄
道
の
決

壊
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

定
置
網
・
養
殖
施
設
被
害
な
ど
水
産
被
害
も
大
き
な

も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
全
道
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

住
民
の
く
ら
し
や
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
が
生
じ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民
が
一
日
も
早
く
、
安

心
し
て
も
と
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
早
急
な
災
害
対
策
と
今
後
の
防
災
対
策
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
こ
の
度
の
災
害
か
ら
の

迅
速
な
復
旧
と
今
後
の
防
災
対
策
に
向
け
、
左
記
の

事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
。

一　

自
治
体
の
応
急
対
応
や
復
旧
復
興
に
要
す
る
経

　

費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政
支
援
や
災

　

害
復
旧
事
業
債
の
資
金
確
保
な
ど
十
分
な
地
方
財

　

政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。　
　
　
　
　

外
七
項
目

※
意
見
書
内
容
は
一
部
抜
粋

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
、
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
意
見
書
を
提
出
し
、
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
他
、
関
係
行
政
省
庁
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

意
見
書
を
提
出



三
分
の
一
を
補
助
し
て
お
り
ま
し

て
、
利
礼
三
町
や
管
内
の
他
町
村

か
ら
見
て
も
手
厚
く
助
成
し
て
い

る
方
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動

が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
現
状
を

受
け
止
め
て
、
さ
ら
に
は
町
と
し

て
の
子
育
て
支
援
政
策
の
推
進
も

考
え
合
わ
せ
て
、
今
後
一
定
の
基

準
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
所
管
部
署
の
教
育
委
員
会

と
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
補
助
率
に

つ
い
て
も
従
来
の
概
ね
一
律
三
分

の
一
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
レ

ベ
ル
の
高
い
大
会
な
ど
へ
進
出
し

た
場
合
な
ど
に
は
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
も
含
め
て
見
直
し
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
の
活
動
を
町
全
体
で
支
援

を
す
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し

て
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
や
体

力
向
上
な
ど
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
以
上
申
し
上
げ
て
答
弁
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

松
村
議
員　

こ
の
度
の
空
手
世
界

大
会
に
お
い
て
優
勝
さ
れ
た
功
績

に
対
し
て
、
道
や
我
が
町
に
お
い

て
栄
誉
を
た
た
え
て
表
彰
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
、
い
つ
も
申
し
上
げ
ま

す
の
は
、
利
尻
礼
文
は
も
と
よ
り
、

宗
谷
管
内
の
代
表
に
な
っ
た
こ
と

へ
の
頑
張
り
に
エ
ー
ル
を
送
る
と

共
に
本
人
方
に
は
小
さ
な
離
島
に

住
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
普
段
一

生
懸
命
努
力
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な

大
会
に
出
場
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な

る
と
い
う
こ
と
を
広
く
胸
を
張
っ

て
委
縮
し
な
い
で
参
加
し
て
き
て

ほ
し
い
と
激
励
を
し
て
お
り
ま
す
。

昔
の
よ
う
に
中
学
校
男
子
は
野
球

大
会
、
女
子
は
バ
レ
ー
大
会
と
い

う
よ
う
な
限
ら
れ
た
種
目
で
な
い

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
趣

味
も
兼
ね
な
が
ら
自
分
達
の
体
力

を
あ
げ
て
い
く
、
そ
の
競
技
に
精

通
し
て
技
術
を
あ
げ
て
い
く
と
い

う
毎
日
の
訓
練
が
そ
の
よ
う
な
結

果
を
生
む
わ
け
で
、
結
果
も
大
事

だ
が
、
プ
ロ
セ
ス
が
最
も
大
事
だ

と
い
う
ふ
う
に
子
ど
も
達
に
は
話

し
て
い
ま
す
。
苦
労
し
た
結
果
が

叶
え
ら
れ
て
大
き
な
大
会
に
出
場

す
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
に
胸

を
張
っ
て
行
く
こ
と
に
、
町
・
地

域
あ
げ
て
後
ろ
を
押
す
と
い
う
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
の
答

弁
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
臨
機

応
変
に
そ
の
場
、
そ
の
時
の
展
開

こ
と
に
つ
い
て
は
非
常
に
評
価
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
大
き
な
大
会
に
出
場
し
て
、

好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

多
く
の
人
達
に
勇
気
や
夢
を
与
え

る
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等

で
も
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

利
尻
町
の
知
名
度
が
ア
ッ
プ
さ
れ

る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
男
女
、
年
齢
、
団
体
等
を
問

わ
ず
、
幅
広
く
公
平
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
躍
を
し
て
い
る
人

達
に
対
し
て
町
を
あ
げ
て
、
支
援

を
す
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
分
野
に

お
け
る
関
係
者
の
方
々
も
大
き
な

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

中
に
は
四
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
種
目
に
該
当
す
る
よ
う
な
分

野
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
も
含
め
て
再
度
町
長
の
見
解

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

保
野
町
長　

小
中
学
生
に
限
ら
ず
、

高
校
生
も
含
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
は
な
く
、
文
化
面
も
含
め
、

本
町
か
ら
大
き
な
大
会
に
参
加
す

る
と
い
う
こ
と
で
町
長
を
表
敬
訪

問
し
て
い
た
だ
い
た
児
童
生
徒
の

一　
　

般　
　

質　
　

問

7

Ｑ
．
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て

松
村
議
員　

こ
れ
ま
で
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
、
多
大

な
支
援
を
し
て
き
た
こ
と
は
評
価

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
、
道
内
、
全
国
、
世
界
大
会
等

に
出
場
す
る
場
合
、
一
定
の
基
準

等
を
設
け
て
支
援
す
る
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

本
町
は
昔
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
の
盛
ん
な
町
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
し
て
、
町
内
の
ス
ポ
ー

ツ
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
九
団
体
組
織
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
中
学
校
や
高
校
の

部
活
動
、
社
会
人
の
各
ス
ポ
ー
ツ

文
化
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て

い
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
体
育
協
会
に
は
、
現
在
六

つ
の
団
体
が
加
盟
を
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
今

後
、
道
内
、
全
国
、
世
界
大
会
等

に
出
場
す
る
場
合
の
支
援
に
関
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
の
ご
質
問
と

思
い
ま
す
が
、
中
体
連
等
の
場
合

は
別
に
内
規
を
定
め
て
補
助
を
し

て
お
り
ま
し
て
、
基
本
的
に
は
管

内
や
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
全

道
レ
ベ
ル
の
大
会
に
進
出
し
た
場

合
は
公
費
支
援
を
し
て
お
り
ま
す

他
に
、
少
年
団
活
動
等
の
場
合
も

過
去
の
事
例
を
も
と
に
し
て
、
申

請
に
よ
っ
て
所
要
費
用
の
三
分
の

一
程
度
の
支
援
を
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
本
年
八
月
の

空
手
の
世
界
大
会
、
平
成
二
十
五

年
の
空
手
の
全
国
大
会
、
平
成
二

十
四
年
、
平
成
十
九
年
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団
の
全
道
大
会
出
場

へ
支
援
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
管
内
大
会
へ
は
一
人
二

千
円
、
全
道
大
会
以
上
の
大
会
等

に
進
出
し
た
場
合
は
所
要
費
用
の

①
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

②
企
業
誘
致
に
つ
い
て

松
村
栄
悦 

議
員



を
も
っ
て
支
援
を
し
て
き
て
い
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

松
村
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
特

定
の
所
に
偏
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、

年
齢
、
男
女
と
い
う
こ
と
で
差
が

つ
く
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
目
安

と
な
る
基
準
を
作
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、

教
育
委
員
会
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

窓
口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
素
案
を
作
り
、
町
と
し
て
早

急
に
ま
と
め
を
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
村
議
員　

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
て
文
化
や
芸
術
の
面
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も

お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
大
会

に
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
色

々
経
費
も
か
か
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
と
こ
ろ
も
踏
ま
え

て
支
援
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
先
ほ
ど
の
答
弁
の
中
で
内
規

を
定
め
て
、
三
分
の
一
程
度
の
支

援
を
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
し

た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
中

身
を
精
査
し
、
そ
の
都
度
、
そ
の

場
当
た
り
で
な
く
、
誰
も
が
公
平

に
そ
の
よ
う
な
大
会
に
出
場
す
る

場
合
は
、
一
定
の
基
準
の
も
と
で

支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
本

町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
は
、

夢
交
流
館
で
運
動
で
き
ま
す
し
、

ど
ん
と
で
は
文
化
活
動
も
大
い
に

盛
ん
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
各
分
野
に
お
い
て
頑

張
っ
て
い
る
人
達
に
夢
を
持
っ
て

も
ら
え
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
私
の
質

問
を
終
わ
り
ま
す
。

保
野
町
長　

内
容
を
少
し
精
査
を

し
な
が
ら
、
ま
ず
目
安
に
な
る
基

準
を
作
る
こ
と
を
急
ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
．
企
業
誘
致
に
つ
い
て

松
村
議
員　

こ
れ
ま
で
町
と
し
て

数
年
前
か
ら
企
業
誘
致
に
向
け
て

薬
草
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
町
長
に

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

本
事
業
に
取
り
組
ん

だ
経
緯
と
し
ま
し
て
は
、
中
頓
別

町
に
、
宗
谷
総
合
振
興
局
の
宗
谷

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
所
在

し
て
お
り
、
当
時
の
所
長
さ
ん
が

薬
草
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
で
し
た
。
世
界
的
に
薬

草
の
栽
培
地
域
と
し
て
は
中
国
が

主
な
産
地
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ

の
地
域
の
緯
度
が
利
尻
島
の
緯
度

と
同
様
で
、
気
候
的
に
栽
培
が
可

能
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、

宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
も

全
面
的
に
協
力
す
る
の
で
、
試
験

的
に
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
宗
谷
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
紹
介
を
い

た
だ
い
た
全
国
的
に
薬
草
栽
培
等

を
し
て
お
り
ま
す
「
株
式
会
社
ツ

ム
ラ
」
の
子
会
社
で
、
北
海
道
に

所
在
し
て
お
り
ま
す
「
株
式
会
社

夕
張
ツ
ム
ラ
」
が
中
心
に
な
っ
て
、

宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と

連
携
協
力
し
な
が
ら
当
町
の
気
候

条
件
、
土
壌
条
件
下
で
有
望
な
薬

用
植
物
を
選
定
し
て
現
地
適
用
試

験
を
行
い
、
さ
ら
に
適
用
性
の
高

い
薬
用
植
物
の
固
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
二
十
三
年
度
よ

り
当
初
三
ヶ
年
ほ
ど
の
期
間
を
予

定
し
な
が
ら
薬
用
植
物
の
試
験
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
消
防

署
の
上
の
方
に
あ
る
水
道
水
源
施

設
の
途
中
、
林
道
泉
線
沿
い
に
八

十
㎡
程
の
試
験
ほ
を
用
意
し
ま
し

て
、
六
種
類
の
薬
用
植
物
の
試
験

栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
平
成

二
十
五
年
度
に
は
少
し
規
模
を
大

き
く
し
て
試
験
栽
培
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
新
湊
地
区
の
旧
牧
場

跡
地
を
借
り
受
け
て
、
約
三
百
三

十
㎡
の
試
験
ほ
に
四
種
類
を
試
験

栽
培
、
ま
た
二
十
六
年
度
に
は
更

に
種
類
を
追
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
当
初
三
年
間
の

試
験
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

生
育
状
況
か
ら
株
式
会
社
夕
張
ツ

ム
ラ
の
意
向
に
よ
っ
て
、
平
成
二

十
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
試
験

栽
培
と
な
り
ま
し
て
、
そ
の
結
果

か
ら
当
町
の
気
候
条
件
、
土
壌
条

件
下
で
の
栽
培
に
適
用
の
高
い
も

の
も
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
ご
質
問

に
あ
り
ま
す
企
業
誘
致
の
関
係
で

あ
り
ま
す
が
、
生
薬
会
社
の
考
え

と
し
ま
し
て
は
、
株
式
会
社
ツ
ム

ラ
、
株
式
会
社
夕
張
ツ
ム
ラ
が
直

接
当
町
に
進
出
し
て
、
栽
培
を
手

掛
け
る
の
で
は
な
く
、
地
元
の
会

社
等
が
栽
培
を
し
て
、
製
品
化
し

た
も
の
を
買
い
取
る
と
い
う
形
を

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
生
薬
会
社
の
世
界
で
は
一

般
的
な
よ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
町

と
し
ま
し
て
も
栽
培
の
期
間
、
収

穫
の
状
況
等
を
考
え
た
時
、
重
機

等
が
必
要
な
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え

て
、
町
内
の
土
木
業
者
な
ど
八
社

に
声
を
か
け
、
平
成
二
十
四
年
度
、

二
十
五
年
度
、
二
十
六
年
度
の
三

回
説
明
会
と
現
地
見
学
会
を
開
催

し
た
他
に
、
起
業
に
向
け
て
の
意

向
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
元

の
会
社
等
の
起
業
を
検
討
し
て
い

た
だ
く
機
会
を
持
ち
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
当
地
で
生
育
で
き
る
品
種

も
あ
る
と
の
確
認
は
さ
れ
た
も
の

の
、
医
薬
品
と
し
て
必
要
と
す
る

成
分
の
含
有
量
が
重
要
で
あ
り
、

安
定
し
た
収
入
を
考
え
る
と
一
定

規
模
以
上
の
面
積
で
耕
作
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
植
え
て

か
ら
収
穫
す
る
ま
で
四
年
か
ら
五

年
の
年
数
が
必
要
な
こ
と
、
生
育

が
悪
い
時
は
収
入
が
不
安
定
な
こ

と
な
ど
が
大
き
な
要
因
に
な
り
ま

し
た
し
、
他
の
地
域
で
は
栽
培
を

行
っ
て
い
る
農
家
は
、
ほ
と
ん
ど

専
業
農
家
で
は
な
く
、
野
菜
等
を

栽
培
し
、
余
っ
た
土
地
で
薬
用
植

物
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

考
え
た
時
、
起
業
す
る
に
は
極
め

て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
現
実
が
あ
り
、

地
元
の
会
社
等
に
よ
る
事
業
化
ま

で
は
今
も
至
っ
て
い
な
い
と
い
う

状
況
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
今

後
も
し
町
内
に
起
業
す
る
方
達
が

出
て
き
た
場
合
に
は
、
今
ま
で
の
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か
ら
、
今
改
め
て
、
こ
の
薬
草
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
利
尻
町
の
環
境
や

生
産
物
を
活
か
し
た
、
そ
れ
に
繋

が
る
よ
う
な
企
業
誘
致
も
新
た
に

考
え
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
て
、

そ
の
と
こ
ろ
を
再
度
お
聞
か
せ
願

い
ま
す
。

保
野
町
長　

今
ま
で
の
本
町
の
企

業
誘
致
の
歴
史
は
松
村
議
員
も
ご

承
知
の
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
た
し
か
に
、
色
ん

な
企
業
を
誘
致
す
べ
く
動
い
て
参

り
ま
し
た
。
久
連
の
自
然
の
家
の

活
用
な
ど
を
は
じ
め
、
遊
休
施
設

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
な
が
ら
新

し
い
産
業
を
呼
び
込
む
か
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
し
て
、
中
学
校
が
統

合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
の
沓

形
中
学
校
、
仙
法
志
中
学
校
の
校

舎
も
残
る
わ
け
で
す
か
ら
、
議
会

か
ら
も
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
有
効
活
用
も

含
め
て
外
部
か
ら
の
企
業
を
呼
び

込
む
こ
と
は
、
た
し
か
に
水
産
業

が
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、

水
産
業
に
特
化
し
た
い
思
い
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
考
え
て

お
り
ま
す
と
外
部
か
ら
入
っ
て
来

て
ほ
し
い
と
い
う
企
業
に
幅
が
狭

っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
外
部
か

ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、

試
験
と
は
言
い
な
が
ら
も
実
証
試

験
に
当
地
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と

は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
デ
ー
タ
は

蓄
積
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
試
験
結
果
が
有
効
に
利

用
さ
れ
て
、
地
元
で
小
さ
く
て
も
、

道
が
開
け
る
の
で
あ
れ
ば
是
非
期

待
を
し
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
の
企
業
誘
致
の

件
を
お
尋
ね
で
す
が
、
今
ま
で
も

漁
業
以
外
に
距
離
の
ハ
ン
デ
が
な

い
よ
う
な
産
業
な
ど
を
誘
致
し
た

い
と
い
う
こ
と
は
、
歴
代
の
首
長

は
色
々
と
努
力
さ
れ
な
が
ら
や
っ

て
こ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

な
か
な
か
デ
ス
ク
一
つ
で
、
電
話

一
つ
で
離
島
で
も
仕
事
が
出
来
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
は
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
言
う
ほ
ど
簡
単
で
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
漁
業

以
外
の
関
係
者
と
も
相
談
し
な
が

ら
探
さ
な
れ
ね
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
そ
の
企
業

と
し
て
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
農
地
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
、
せ
め
て
島
内
消
費

に
繋
が
る
く
ら
い
の
農
業
生
産
も

今
動
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
活
動
に

期
待
を
し
な
が
ら
、
も
し
町
が
多

少
で
も
後
押
し
を
す
る
こ
と
が
、

さ
ら
に
前
に
進
む
こ
と
に
繋
が
る

の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
支
援
を

す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
他
の
誘
致
に

つ
い
て
も
、
今
ま
で
も
動
い
て
お

り
ま
す
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
利

尻
町
を
、
活
動
の
場
と
し
て
選
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
産
業
が
出
来

ま
す
よ
う
色
々
な
方
と
、
ま
た
相

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

松
村
議
員　

農
業
だ
け
に
関
わ
ら

ず
、
こ
の
薬
草
の
件
だ
け
で
な
く
、

利
尻
の
環
境
を
活
か
し
た
、
あ
る

い
は
海
か
ら
の
生
産
物
を
利
活
用

出
来
る
よ
う
な
企
業
誘
致
を
考
え

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
て
。

ま
た
、
今
町
長
が
企
業
誘
致
は
簡

単
で
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
歴
代
の
町
長
方
は
、

こ
の
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
色
々
な
分
野
で
、
色
々
と
提

言
を
し
、
そ
れ
が
消
え
た
り
、
ま

た
新
た
な
提
言
を
し
た
り
と
い
う

よ
う
な
経
緯
も
あ
っ
た
も
の
で
す

試
験
に
町
も
協
力
し
て
き
て
お
り

ま
す
の
で
、
生
薬
会
社
か
ら
薬
用

植
物
に
関
す
る
情
報
は
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

企
業
誘
致
あ
る
い
は
地
元
か
ら
の

起
業
等
に
よ
る
事
業
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
様
々
な
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
雇
用
創
出
の
効
果
も
大
い

に
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
事
業
化

に
取
り
組
も
う
と
す
る
方
が
出
て

く
れ
ば
、
町
と
し
て
も
引
き
続
い

て
協
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
薬
草
に
関
わ
る
企
業

誘
致
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
、
以
上
で
答
弁
を
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

松
村
議
員　

平
成
二
十
三
年
か
ら

五
年
く
ら
い
試
験
栽
培
を
行
い
、

私
も
現
地
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
生
息
状
況
は
よ
か
っ
た
の

か
な
と
思
い
な
が
ら
、
最
終
的
に

企
業
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

五
年
間
、
町
の
職
員
な
ど
も
行
っ

て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
た
の

に
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
い
つ
だ
っ
た
か
、
こ
の
薬

草
で
特
産
品
と
し
て
、
お
茶
を
作

っ
て
町
の
特
産
に
し
て
い
る
よ
う

な
、
新
聞
か
テ
レ
ビ
を
見
た
経
緯

が
あ
り
、
そ
う
い
う
薬
草
を
特
産

品
と
し
て
町
お
こ
し
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
耳

に
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
今

後
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ

で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

今
過
疎
化
が
非
常
に
進
ん
で
い
る

中
で
こ
れ
ま
で
も
何
度
と
な
く
、

企
業
誘
致
の
件
は
町
長
も
、
あ
る

い
は
議
会
か
ら
も
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
経
緯
が
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
今
後
ど
う
い
う
形
で
企
業
誘

致
を
進
め
て
行
く
考
え
な
の
か
、

そ
の
点
に
つ
い
て
再
度
町
長
に
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

薬
草
の
件
は
、
経
過

を
お
話
し
し
た
よ
う
に
町
が
直
営

で
会
社
と
製
品
化
を
し
た
も
の
を

提
供
す
る
と
い
う
形
は
簡
単
に
は

出
来
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当

初
は
、
今
ま
で
の
農
業
関
係
の
こ

と
も
含
め
て
企
業
誘
致
を
し
な
け

れ
ば
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
基
盤

施
設
は
町
が
作
っ
て
も
、
運
営
は

民
間
の
人
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
漁
業
以
外
の
産
業
を
定
着
さ

せ
る
た
め
に
は
大
事
な
こ
と
と
思

9



く
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
も
ち
ろ

ん
地
元
の
水
産
品
を
加
工
し
て
く

れ
る
企
業
が
あ
る
こ
と
が
一
番
望

ま
し
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
こ
だ

わ
ら
な
い
独
自
産
業
化
が
出
来
る

よ
う
な
産
業
も
含
め
て
、
出
張
の

た
び
に
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
利
尻

へ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も

や
っ
て
き
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
今
こ

こ
で
こ
の
よ
う
な
企
業
を
呼
ぶ
予

定
で
い
ま
す
と
い
う
の
は
確
約
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
で
い
る

つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ

か
ら
先
も
、
新
し
い
企
業
の
本
町

へ
の
誘
致
は
一
生
懸
命
頑
張
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
先
程
た
ま
た
ま
農
業

を
例
に
言
い
ま
し
た
が
、
農
業
だ

と
か
特
定
の
産
業
に
固
執
し
て
言

っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
利
尻
で
新
し
い
産
業
が
発

生
で
き
る
背
景
が
で
き
れ
ば
、
町

も
一
緒
に
支
援
を
す
る
体
制
で
迎

え
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

報
告
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
ま

す
し
、
現
地
な
ど
も
視
察
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

大
空
沢
川
の
工
事
現
場
に
つ
な
が

っ
て
い
た
作
業
道
路
が
壊
滅
す
る

ほ
ど
の
濁
流
で
あ
っ
た
た
め
大
空

沢
川
の
流
域
が
広
が
り
、
色
々
検

討
さ
れ
た
結
果
、
破
壊
さ
れ
た
作

業
道
路
を
復
旧
す
る
よ
り
は
、
別

な
ル
ー
ト
に
作
業
道
路
を
作
っ
た

方
が
早
く
て
費
用
的
に
も
安
価
と

言
う
こ
と
で
、
国
は
そ
の
よ
う
な

方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
係
る
事

業
費
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
被
害

発
生
後
す
ぐ
に
本
町
に
か
け
つ
け

て
く
だ
さ
っ
た
武
部
代
議
士
と
三

好
道
議
、
さ
ら
に
は
宗
谷
森
林
管

理
署
長
に
も
強
く
お
願
い
を
い
た

し
ま
し
て
、
森
林
管
理
局
へ
上
げ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
大
空
沢
川
の
対

策
に
つ
き
ま
し
て
、
大
規
模
な
砂

防
堰
堤
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も

ち
ろ
ん
大
規
模
な
ダ
ム
は
土
砂
を

止
め
る
に
は
大
事
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
堰
堤
周

辺
の
土
砂
が
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
、

そ
れ
が
海
に
流
れ
出
て
海
域
を
埋

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
昆
布

や
ウ
ニ
、
ノ
ナ
な
ど
に
も
多
大
な

影
響
が
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
土
砂
が
削
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
な
工
法
で
、
例
え

ば
「
ふ
と
ん
か
ご
」
を
積
む
な
ど

専
門
的
な
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
専
門
的
な
見

地
か
ら
慎
重
な
検
討
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
中
で

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
二
十
八
年

度
ま
で
、
大
空
沢
上
流
の
工
事
は

国
が
施
工
し
て
お
り
ま
す
が
、
河

口
部
は
北
海
道
に
お
い
て
、
砂
防

堰
堤
の
廃
土
処
理
を
毎
年
行
っ
て

お
り
ま
し
て
、
そ
の
お
か
げ
で
今

回
の
豪
雨
の
際
に
土
砂
の
流
出
が

少
な
か
っ
た
だ
け
に
、
上
流
の
川

底
や
川
岸
が
削
ら
れ
た
状
況
と
比

較
し
て
み
ま
し
て
も
、
海
の
土
砂

流
出
は
少
し
は
抑
え
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
、
当

面
は
河
口
部
に
あ
る
砂
防
堰
堤
の

廃
土
処
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

よ
り
有
効
な
対
策
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
て
、
北
海
道
も
含
め
て

当
局
へ
強
く
要
請
を
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

豪
雨
被
害
に
つ
い
て
の
答
弁
は
以

上
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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．
九
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け

て
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

谷
議
員　

九
月
六
日
か
ら
七
日
か

け
て
五
十
年
ぶ
り
と
い
う
豪
雨
災

害
が
発
生
し
、
人
的
被
害
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
山
か
ら
海
へ
の
土

砂
流
出
が
多
大
な
量
で
あ
り
、
特

に
大
空
沢
が
ひ
ど
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
今
後
に
備
え
た
大
規
模
工

事
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

本
年
九
月
六
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
五
十
年
に
一
度
と

も
言
わ
れ
る
、
当
町
で
は
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

豪
雨
に
襲
わ
れ
、
大
空
沢
川
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
の
河
川
か
ら
川

水
土
砂
が
流
出
し
、
ま
た
河
川
で

は
な
い
小
さ
な
沢
や
道
路
に
お
い

て
も
ま
る
で
河
川
の
よ
う
な
雨
水

が
流
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
町
内
の
多
く
の
河
川
か
ら
海

に
土
砂
等
が
流
出
し
、
中
に
は
川

底
や
川
岸
を
大
き
く
削
り
取
っ
て
、

土
石
流
と
な
っ
て
大
量
の
土
砂
が

海
に
流
れ
出
た
箇
所
も
あ
り
ま
し

た
。
漁
業
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、

漁
業
協
同
組
合
か
ら
の
具
体
的
な

報
告
等
は
ま
だ
現
状
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
正
確
な
数
値
は
不
明

で
は
あ
り
ま
す
が
、
河
口
付
近
の

船
入
澗
に
土
砂
が
流
出
し
、
斜
路

が
使
え
な
く
な
っ
た
箇
所
や
、
海

岸
が
大
量
の
土
砂
等
で
砂
浜
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
場
所
も
あ
り

ま
し
て
、
町
と
し
て
は
急
遽
船
入

澗
の
土
砂
を
取
り
除
く
な
ど
の
対

応
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
空
沢
川
の
砂
防
対
策
と
し
ま
し

て
は
、
国
の
宗
谷
森
林
管
理
署
が
、

床
固
工
や
護
岸
工
に
よ
る
川
の
流

れ
を
安
定
さ
せ
る
対
策
を
講
じ
て

参
り
ま
し
た
し
、
今
後
も
引
き
続

い
て
こ
の
よ
う
な
工
法
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
の
被
害
は
、
谷
議
員

は
じ
め
議
員
各
位
に
被
害
状
況
を

①
九
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
の
豪

　

雨
災
害
に
つ
い
て

②
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

③
地
方
創
生
に
つ
い
て

④
町
長
の
町
政
運
営
に
つ
い
て

谷　

智
晴 

議
員



っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

訴
え
て
、
実
際
に
も
歩
い
て
、
大

空
沢
の
赤
い
川
水
は
勿
論
、
セ
パ

ウ
ン
川
な
ど
も
、
通
常
の
海
岸
線

の
位
置
が
も
っ
と
沖
に
出
て
、
砂

浜
と
い
う
よ
り
も
粘
土
が
こ
び
り

つ
い
て
海
岸
線
が
前
に
出
て
い
る

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
小
さ
い
ウ
ニ
や
、
昆

布
の
胞
子
も
成
長
過
程
に
あ
っ
た

と
こ
ろ
に
土
砂
が
来
た
と
思
っ
て

お
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
こ
れ
か
ら

冬
に
か
け
て
、
冬
季
風
浪
で
そ
れ

が
ど
ん
ど
ん
波
に
と
ら
れ
る
こ
と

で
、
ま
た
沖
に
出
て
行
っ
て
、
海

域
全
体
に
広
が
り
資
源
に
影
響
が

あ
る
よ
う
な
事
態
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
も
心
配
を
し

て
お
り
ま
す
。
た
だ
国
の
事
業
と

し
て
は
、
大
空
沢
な
ど
の
工
事
は

こ
れ
か
ら
も
国
に
続
け
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
単

に
堰
堤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ダ
ム
を

高
く
す
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
だ

け
で
な
く
、
そ
の
地
域
事
情
も
念

頭
に
置
い
て
も
ら
い
な
が
ら
、
工

事
を
進
め
て
も
ら
う
こ
と
を
改
め

て
強
く
お
願
い
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
大
空
沢
の
水
の
勢

い
は
勿
論
怖
い
訳
で
す
が
、
仙
法

志
本
町
地
区
を
流
れ
る
セ
パ
ウ
ン

川
も
、
上
流
の
流
域
が
広
い
も
の

で
す
か
ら
、
土
砂
を
持
っ
て
海
に

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
北
海
道
に
も
強
く
工
法

に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
水
産
の
水
揚
げ
が
少
な

か
っ
た
時
に
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
ご
質
問
で
す
が
、
た
し
か
に
今

回
の
土
砂
流
出
は
影
響
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
来
年
の
水
揚

げ
に
ど
の
程
度
の
影
響
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
海
水
温
の
影
響
と
か
、
そ
の

年
の
海
況
の
変
化
に
よ
り
、
ウ
ニ

の
水
揚
げ
な
ど
も
左
右
さ
れ
る
も

の
と
、
今
ま
で
の
歴
史
が
そ
の
よ

う
な
こ
と
で
す
か
ら
。
そ
れ
を
考

え
ま
す
と
、
今
回
の
土
砂
流
出
で

ど
れ
だ
け
減
産
に
な
っ
た
と
い
う

証
明
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
全
体
的
に
水
揚
げ

が
落
ち
た
時
の
対
応
に
つ
い
て
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

天
災
、
災
害
の
後
を
受
け
た
後
は
、

こ
れ
か
ら
先
も
安
定
的
に
漁
業
者

が
ウ
ニ
、
ノ
ナ
を
採
取
で
き
る
よ

う
な
海
の
環
境
に
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
組
合
と
も
話

を
し
な
が
ら
、
進
め
て
行
か
ね
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

谷
議
員　

広
い
見
地
か
ら
工
事
面

も
多
岐
に
わ
た
っ
て
全
体
を
含
め
、

専
門
家
に
色
々
と
考
え
て
い
た
だ

い
て
、
よ
り
よ
い
工
事
を
し
て
行

き
た
い
と
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
水
産
関
連
に
つ
い
て
も
、
色

々
と
計
り
知
れ
な
い
問
題
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
も
含
め
な
が

ら
前
に
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
期
待
を
し
な
が
ら

質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

谷
議
員　

今
年
六
月
か
ら
返
礼
品

の
充
実
を
進
め
て
き
た
ふ
る
さ
と

納
税
が
順
調
な
結
果
で
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

保
野
町
長　

当
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
ふ
る
さ
と
利
尻
に
貢
献
し

た
い
と
思
う
人
や
、
利
尻
町
を
応

援
し
た
い
と
思
う
人
の
寄
附
金
を

財
源
と
し
て
、
個
性
豊
か
で
活
力

あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
を
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十

年
度
か
ら
運
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
返
礼
品
を
明
確
に
し
て
募
集

す
る
形
態
を
取
り
入
れ
た
の
は
本

谷
議
員　

水
産
業
関
連
被
害
に
つ

い
て
は
来
年
の
結
果
を
見
な
い
と

結
論
は
出
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
発
生
し
た
災
害
の
状
況
を
見

ま
す
と
海
の
方
も
大
変
な
状
況
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
何
度
か

足
運
ん
で
仙
法
志
地
区
の
状
況
を

見
て
お
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の

間
は
時
化
る
た
び
に
相
当
沖
合
、

約
百
ｍ
弱
く
ら
い
ま
で
真
っ
茶
色

に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
ウ
ニ
や

昆
布
に
影
響
な
い
の
か
と
、
心
配

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

色
々
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
て
調
べ
て
見
ま
す
と
、
専
門

家
の
説
で
は
地
球
温
暖
化
に
よ
り

海
水
温
が
高
く
な
る
と
、
台
風
以

上
の
驚
異
的
な
こ
と
が
起
こ
る
こ

と
が
大
い
に
あ
る
と
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
災
害
に
対
応
す
る

こ
と
は
大
変
な
問
題
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
計
り
知
れ
な
い
、
誰

も
予
測
も
出
来
な
い
訳
で
あ
り
ま

す
が
、
厳
重
に
注
意
し
な
が
ら
、

気
を
引
き
締
め
て
今
後
も
災
害
対

策
を
進
め
て
行
っ
て
ほ
し
い
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
元
に

戻
り
ま
す
が
、
来
年
の
水
産
の
水

揚
げ
結
果
が
今
回
の
影
響
に
よ
り

落
ち
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
、
そ

の
よ
う
な
考
え
方
を
町
長
は
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
万

が
一
来
年
の
ウ
ニ
漁
、
昆
布
漁
の

結
果
が
、
昆
布
は
そ
の
年
に
よ
っ

て
多
少
差
は
あ
り
ま
す
が
、
平
年

よ
り
大
き
く
差
が
出
た
場
合
に
は

ど
の
よ
う
な
進
め
方
を
し
て
い
く

の
か
、
再
度
お
答
え
願
い
ま
す
。

保
野
町
長　

今
回
の
土
砂
災
害
で

は
、
幸
い
人
的
被
害
が
な
か
っ
た

こ
と
に
一
方
で
は
安
堵
し
な
が
ら

も
、
非
常
に
心
配
さ
れ
る
状
況
は
、

そ
の
土
砂
が
海
岸
に
出
た
こ
と
で

海
の
被
害
に
必
ず
や
影
響
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
般
も
国
の

方
に
要
望
し
、
今
回
の
こ
の
被
害

を
訴
え
に
伺
っ
た
時
に
、
南
富
良

野
、
新
得
な
ど
大
変
な
被
害
で
、

八
月
に
三
回
も
台
風
が
上
陸
し
た

年
で
す
か
ら
、
大
き
な
被
害
で
し

た
け
れ
ど
も
、
私
達
が
国
の
幹
部
、

そ
れ
か
ら
国
会
議
員
に
訴
え
る
の

は
、
高
い
山
の
割
に
普
段
、
水
の

流
れ
な
い
川
と
い
い
な
が
ら
も
、

一
度
集
中
豪
雨
が
来
る
と
距
離
が

な
く
て
高
い
山
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
大
変
勢
い
の
強
い
心
配
な

激
流
に
な
り
、
そ
れ
が
水
産
立
町

の
本
町
と
し
て
漁
業
の
水
揚
げ
に

大
変
な
被
害
を
与
え
る
こ
と
に
な

11



年
六
月
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
募
集

し
て
い
る
事
業
メ
ニ
ュ
ー
は
、
一

つ
は
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
、

一
つ
は
保
健
医
療
・
福
祉
に
関
す

る
事
業
、
一
つ
は
教
育
文
化
活
動

に
関
す
る
事
業
、
一
つ
は
地
場
産

業
及
び
地
域
振
興
に
関
す
る
事
業
、

一
つ
は
観
光
に
関
す
る
事
業
、
一

つ
は
国
内
及
び
国
際
交
流
に
関
す

る
事
業
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支

援
に
関
す
る
事
業
に
区
分
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
現
在
返
礼
品
取
扱
業

者
は
地
元
加
工
業
者
な
ど
町
内
六

事
業
者
が
本
事
業
に
参
加
し
て
お

り
ま
し
て
、
町
の
財
源
確
保
は
も

と
よ
り
、
地
域
経
済
の
地
域
内
循

環
が
確
実
に
生
ま
れ
て
お
り
ま
し

て
、
町
と
し
て
は
さ
ら
な
る
効
果

拡
大
を
目
指
し
て
参
加
可
能
な
町

内
事
業
者
へ
の
参
加
を
積
極
的
に

促
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
中
に
さ
ら
に

一
社
が
新
た
に
参
加
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
寄
附
実
績
と
し
て
は
、

平
成
二
十
八
年
度
十
一
月
三
十
日

現
在
の
実
績
で
二
九
五
〇
件
、
六

六
九
一
万
五
〇
二
一
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
内
返
礼
品
代
と

し
て
五
十
％
、
納
税
シ
ス
テ
ム
等

委
託
分
で
約
十
四
％
分
を
除
く
、

約
三
十
六
％
相
当
が
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
一
月
末
ま
で
の
金
額
で
申
し
上

げ
ま
す
と
、
三
三
四
五
万
七
五
一

〇
円
が
返
礼
品
の
地
元
事
業
者
へ

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
九
三
六
万
八
一
〇
二
円
が

納
税
シ
ス
テ
ム
等
委
託
事
業
者
へ

納
め
ま
す
。
こ
れ
は
応
援
寄
附
が

あ
っ
た
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
を

し
て
返
礼
品
を
き
ち
っ
と
戻
す
と

い
う
業
務
を
専
門
業
者
に
委
託
を

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
残

り
の
二
四
〇
八
万
九
四
〇
九
円
が

基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
残
す

と
こ
ろ
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の

四
ヶ
月
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
今

後
の
寄
附
金
を
約
三
三
〇
〇
万
円

を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
て
、
こ
の

あ
と
審
議
を
い
た
だ
き
ま
す
補
正

予
算
で
も
所
要
額
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
補
正
額
を
認

め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
平
成
二

十
八
年
度
は
総
計
で
一
億
円
の
寄

附
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ

ま
す
と
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
二

十
七
年
度
ま
で
の
八
年
間
の
合
計

は
二
七
〇
件
三
一
三
九
万
三
九
九

〇
円
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ

れ
も
加
え
ま
す
と
十
一
月
三
十
日

現
在
で
九
八
三
〇
万
九
〇
一
一
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
議
員
各

位
の
手
元
に
十
一
日
現
在
の
資
料

が
渡
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
億
円
を
超
す
結
果
と
な
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
今
後
活

用
で
き
る
、
基
金
残
高
は
五
一
〇

三
万
八
四
七
四
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
六
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
若
干
遅
れ

た
感
は
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
大
型

客
船
、
そ
れ
か
ら
都
市
部
へ
の
各

種
フ
ェ
ア
で
の
募
集
な
ど
積
極
的

に
実
施
し
て
お
り
ま
し
て
、
来
年

度
の
ウ
ニ
の
予
約
が
既
に
入
っ
て

来
て
い
る
な
ど
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
の
返
礼
品
の
人
気
上
位

と
し
ま
し
て
は
、
や
は
り
生
ウ
ニ
、

活
ア
ワ
ビ
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、

地
元
加
工
業
者
に
対
し
て
衛
生
管

理
、
在
庫
管
理
の
徹
底
を
日
々
督

励
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

返
礼
品
の
不
着
や
不
良
品
送
付
、

さ
ら
に
は
食
中
毒
の
発
生
な
ど
は

間
違
っ
て
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
万
一
こ

う
し
た
こ
と
が
発
生
し
た
り
し
ま

す
と
本
町
の
信
用
を
失
墜
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
し
、
延
い
て
は
利

礼
海
域
で
と
れ
る
ウ
ニ
な
ど
、
他

の
町
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
徹
底
し
た
管
理

の
下
で
運
用
す
る
よ
う
指
示
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
こ
れ
ま
で
の
基
金
の
運
用
状
況

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
二
十

三
年
度
に
観
光
に
関
す
る
事
業
、

観
光
券
の
発
行
で
四
三
四
万
四
九

二
五
円
を
充
当
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

た
貴
重
な
財
源
を
寄
附
者
皆
さ
ん

の
ご
意
向
に
そ
っ
た
活
用
を
図
り

な
が
ら
本
町
の
地
域
活
性
化
推
進

に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
以
上
答

弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

谷
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
も
以
前

は
謝
礼
程
度
で
終
わ
っ
て
い
た
状

況
で
し
た
が
、
寄
附
金
の
半
額
の

商
品
を
送
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

が
良
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
寄
附
金
が
徐
々
に
大
き

く
な
り
ま
す
と
、
我
が
町
に
と
っ

て
も
大
き
な
資
金
に
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
期
待
を
し
な
が
ら
、

質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

保
野
町
長　

生
も
の
を
扱
う
返
礼

品
が
主
で
あ
り
ま
す
の
で
、
衛
生

管
理
を
徹
底
し
な
が
ら
職
員
共
々

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
応
援
い

た
だ
け
る
よ
う
な
町
で
あ
り
た
い

と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
．
地
方
創
生
に
つ
い
て

谷
議
員　

全
国
に
お
い
て
地
方
創

生
の
総
合
戦
略
が
本
年
度
よ
り
五

ヶ
年
計
画
で
始
ま
っ
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て
も

現
段
階
で
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、

今
後
に
お
い
て
進
め
て
行
く
も
の

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

結
果
の
出
て
い
る
も
の
も
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
町
長
に
お
尋
ね
を
い

た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

加
速
度
的
に
進
む
日

本
全
体
の
人
口
減
少
は
、
日
本
全

体
の
将
来
へ
向
け
て
も
大
変
大
き

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
国

は
、
今
後
も
続
く
と
推
計
さ
れ
る

東
京
圏
へ
の
人
口
流
入
に
起
因
す

る
地
方
か
ら
始
ま
っ
て
都
市
部
へ

広
が
る
人
口
減
少
の
改
善
の
た
め

に
、
各
地
域
の
人
口
動
向
や
将
来

の
人
口
推
計
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
産
業
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る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
各
種

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
町
内
の
各
種
団
体
、
各
事

業
所
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
と
も
に

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
出
来
る
限
り
具
体
的
で
わ

か
り
や
す
い
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
構

築
し
て
、
利
尻
町
の
地
方
創
生
推

進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
以
上
、
地
方
創
生
の

本
町
の
現
状
を
お
話
し
し
て
、
答

弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

谷
議
員　

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
方
に
は
、
す
で
に
回
覧
で

配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
結
果
が
出
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
大
き
く

期
待
を
し
な
が
ら
、
質
問
を
終
わ

り
ま
す
。

Ｑ
．
町
長
の
町
政
運
営
に
つ
い
て

谷
議
員　

保
野
町
長
が
就
任
し
て

早
い
も
の
で
三
年
半
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
町
長
が
本
町

の
舵
取
り
役
と
し
て
議
員
の
一
般

質
問
な
ど
に
真

に
耳
を
傾
け
、

実
行
に
移
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

移
住
定
住
ア
ド
バ
イ
ス
隊
、
移
住

交
流
会
の
実
施
、
東
京
圏
等
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
な

ど
を
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

次
に
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
地
域
活
性
化
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
で
あ
り
ま
す
。

本
交
付
金
も
十
分
の
十
の
交
付
率

で
あ
り
ま
す
。
消
費
喚
起
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
、
低

所
得
者
等
給
付
金
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
消
費
喚
起
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
は
、

町
内
地
域
住
民
の
消
費
喚
起
拡
大

を
図
る
た
め
、
利
尻
町
消
費
喚
起

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
低
所
得
者
等
給
付
金

事
業
は
、
低
所
得
高
齢
世
帯
等
や

ひ
と
り
親
、
多
子
世
帯
に
対
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
配
布

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
に
地

方
版
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事

業
と
し
て
、
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
を
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
外
国
人
観
光
客
向
け
周
遊
促

進
ツ
ー
ル
、
そ
れ
か
ら
新
型
Ｎ
パ

ス
の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
公
告

時
宣
伝
費
と
し
て
北
海
道
と
稚
内

市
、
礼
文
町
、
利
尻
富
士
町
、
利

尻
町
で
広
域
的
に
連
携
し
て
活
用

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
北

宗
谷
地
域
に
お
け
る
外
国
人
観
光

客
の
周
遊
促
進
に
向
け
た
広
告
宣

伝
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
制

作
に
よ
る
観
光
振
興
対
策
で
あ
り

ま
し
て
、
北
宗
谷
地
区
の
連
携
強

化
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
に
向
け
た
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
来
年
度
も
継
続
実
施

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
今
後

の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
の
活
用
に
つ

き
ま
し
て
も
積
極
的
に
活
用
に
向

か
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
と
計
画
を
煮
詰
め
て
、

町
内
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
も
踏
ま
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ
い
て

は
交
付
率
が
二
分
の
一
で
、
事
業

費
の
半
分
は
町
負
担
に
な
る
こ
と

な
ど
も
あ
り
ま
し
て
、
対
象
事
業

を
精
査
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
離
島

振
興
法
、
有
人
国
境
離
島
振
興
法

も
活
用
し
な
が
ら
我
が
町
の
目
指

す
ビ
ジ
ョ
ン
に
マ
ッ
チ
し
た
事
業

財
源
を
選
択
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
よ
り
条

件
が
良
く
、
離
島
向
け
の
補
助
金

や
交
付
金
、
各
省
庁
の
各
種
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
の
選
択
に
努
め

の
実
態
や
国
の
総
合
戦
略
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
地
方
自
治
体
自
ら
が

策
定
し
、
実
施
し
よ
う
と
す
る
地

方
版
の
総
合
戦
略
に
対
し
て
国
が

情
報
、
人
材
、
財
政
な
ど
各
種
支

援
を
行
う
制
度
を
創
設
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
方
の
自
立
性
、

将
来
性
、
地
域
性
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
結
果
重
視
の
原
則
に
即
し
た

地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
や
地
方
へ
の
人
口
の
流
入
、

若
者
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
の
希
望
を
叶
え
て
、
時
代
に
合

っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
地
域
間
の

連
携
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。
当
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

平
成
二
十
七
年
の
二
月
に
地
方
創

生
戦
略
本
部
を
設
置
し
、
利
尻
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部

設
置
要
綱
、
さ
ら
に
は
利
尻
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
設

置
要
綱
を
制
定
し
ま
し
て
、
合
わ

せ
て
十
回
の
会
議
を
開
催
、
町
議

会
議
員
の
皆
さ
ん
や
各
分
野
、
各

層
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
平
成
二
十
八

年
三
月
に
利
尻
町
総
合
戦
略
計
画

及
び
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
策
定
に

あ
た
り
ま
し
て
、
地
方
創
生
先
行

型
の
地
域
活
性
化
地
域
住
民
生
活

と
緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て

策
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
他

に
も
本
交
付
金
を
活
用
し
て
、
資

源
蘇
生
型
体
験
観
光
交
流
事
業
、

利
尻
町
教
育
振
興
対
策
事
業
、
利

尻
町
移
住
定
住
促
進
事
業
も
合
わ

せ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
交

付
金
は
十
分
の
十
の
交
付
率
で
あ

り
ま
す
。
資
源
蘇
生
型
体
験
観
光

交
流
事
業
は
、
利
尻
町
の
基
幹
産

業
で
あ
り
ま
す
漁
業
と
観
光
を
軸

に
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
資
源
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
、
体
験
観
光

及
び
交
流
事
業
を
行
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
し
て
、
神
居
海
岸
パ
ー
ク

の
整
備
に
係
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

利
尻
町
教
育
振
興
対
策
事
業
は
、

離
島
と
い
う
地
理
的
条
件
下
に
お

い
て
教
育
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
に
実
情
に
応
じ
た

活
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
実

施
し
ま
し
て
、
大
学
連
携
に
よ
る

学
力
向
上
対
策
や
学
習
支
援
体
制

の
構
築
、
さ
ら
に
は
個
々
の
教
育

支
援
体
制
の
整
備
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
利

尻
町
移
住
定
住
促
進
事
業
は
、
東

京
圏
か
ら
利
尻
町
へ
の
移
住
定
住

を
促
進
さ
せ
て
、
利
尻
創
生
を
実

現
す
る
た
め
に
短
期
移
住
体
験
、
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こ
と
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
色
々
な
形
で
成
果

が
出
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
の
町
政
に

あ
た
っ
て
の
考
え
方
を
今
一
度
お

聞
か
せ
願
い
ま
す
。

保
野
町
長　

町
長
に
就
任
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
本
町
町
政
の
舵

取
り
役
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

早
い
も
の
で
三
年
半
ほ
ど
が
経
ち

ま
す
。
今
後
の
町
政
に
あ
た
っ
て

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
主
だ
っ
た

点
を
申
し
上
げ
て
答
弁
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
町
民
皆
さ
ん
に

町
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
町
民
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
と
し

て
、
過
疎
化
の
防
止
を
お
話
を
し
、

こ
の
姿
勢
を
基
本
と
し
て
今
日
ま

で
誠
心
誠
意
、
一
途
に
政
策
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
人
口

減
少
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
く
、
極
め
て
難

し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
の
政
策
の
考
え
方
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
活
性
化
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

移
住
定
住
を
さ
ら
に
促
進
し
て
過

疎
化
の
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私

が
町
長
に
就
任
し
た
時
か
ら
既
に

空
き
家
対
策
も
念
頭
に
置
い
て
、

ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
に
活
用
し

た
り
、
移
住
者
へ
の
紹
介
な
ど
、

実
際
に
移
住
定
住
政
策
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本

年
三
月
に
国
の
地
方
創
生
政
策
に

沿
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

も
い
た
だ
い
て
、
利
尻
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
、
利
尻
町
総
合
戦
略
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
を
し
っ

か
り
と
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
で
あ
っ
て
、
責
任
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
、
中
途
半
端
な

ま
ま
で
終
わ
る
こ
と
は
無
責
任
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
計
画
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
り

ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
し
て
参
り
ま
し
た
七
つ
の
政
策

を
ベ
ー
ス
に
し
て
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
今
後
も
こ
の
政
策
を

力
強
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
必
ず

や
本
町
の
活
性
化
が
前
に
進
む
道

だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
漁

業
と
観
光
と
商
業
を
柱
に
し
た
産

業
の
振
興
を
推
進
し
て
、
雇
用
の

機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
新

規
着
業
者
へ
の
支
援
を
拡
充
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
出
来
れ
ば
豊
か
な
暮

ら
し
を
実
感
で
き
る
政
策
が
前
に

進
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
な
ん
と
言
い
ま
し

て
も
本
町
の
基
幹
産
業
は
漁
業
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
漁
業
者
の
減

少
、
平
均
年
齢
も
上
昇
し
て
き
て

い
る
実
態
に
あ
り
ま
す
の
で
、
漁

業
後
継
者
も
含
め
て
、
若
い
着
業

者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
都
会
の
若
者
を
漁
業
者
と
し
て

誘
致
を
す
る
漁
師
道
と
い
う
制
度

な
ど
も
奨
励
し
な
が
ら
支
援
し
て

お
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
十
四

名
の
方
が
漁
業
に
従
事
し
て
お
り

ま
し
て
、
家
族
を
含
め
ま
す
と
三

十
人
近
く
ま
で
増
え
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。
島
に
来
て
す
ぐ
に

一
人
前
の
漁
師
に
な
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
年
度
も

要
綱
を
見
直
し
て
三
年
目
ま
で
生

活
支
援
や
漁
具
購
入
資
金
と
し
て

の
支
援
を
実
施
す
る
な
ど
制
度
を

拡
充
し
た
他
に
、
昆
布
生
産
を
含

め
漁
業
の
衰
退
を
防
ぐ
施
策
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
漁
業
協

同
組
合
が
進
め
よ
う
と
す
る
漁
業

振
興
策
の
実
施
は
、
即
本
町
の
振

興
に
直
結
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
町
の
支
援
は
も
と
よ
り
北

海
道
や
国
に
も
強
く
要
請
し
て
、

漁
家
経
済
の
向
上
に
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
漁
業
活
動
の
拠
点
と
な
り
ま
す

沓
形
港
、
仙
法
志
漁
港
、
新
湊
漁

港
な
ど
の
港
湾
漁
港
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
も
、
国
や
北
海
道
に
強

く
お
願
い
を
し
な
が
ら
、
予
定
通

り
の
整
備
を
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
観
光
は
漁
業
と
並
ぶ

一
方
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
本
町
単
独
の
誘
客
活
動
、
更

に
は
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
し
た

広
域
で
の
誘
客
活
動
な
ど
が
功
を

奏
し
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

今
年
の
観
光
客
の
入
込
は
去
年
の

上
半
期
同
期
と
比
べ
て
五
千
五
百

人
程
増
え
て
十
二
万
四
千
二
百
人

程
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
客
の
入

込
が
戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
歓
送
迎
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
大
型
豪
華
客
船

の
沓
形
港
寄
港
も
安
定
的
に
継
続

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
以
降

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

の
外
国
客
船
の
寄
港
も
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
し
、
更
に
は
体
験
観

光
の
要
望
に
応
え
て
神
居
海
岸
パ

ー
ク
の
整
備
も
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
初
年
度
で
し
た

が
四
千
人
を
超
え
る
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
受
け
入
れ

態
勢
の
充
実
や
周
辺
の
環
境
整
備

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
商
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て

も
町
独
自
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
を
支
援
す
る
な
ど
地
元
商
業

の
活
性
化
に
も
努
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
支
援
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
後

継
者
対
策
や
新
規
着
業
者
支
援
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
漁
業

後
継
者
を
中
心
に
行
っ
て
参
り
ま

し
た
が
、
制
度
は
他
の
業
種
に
つ

い
て
も
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

事
例
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
で
、
各

分
野
の
新
規
着
業
者
へ
の
支
援
も

拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
保
健
医
療
福

祉
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
も
含
め
、

病
院
の
医
師
確
保
に
つ
い
て
、
行

政
報
告
で
も
お
話
し
た
通
り
欠
員

で
あ
り
ま
し
た
院
長
先
生
が
抜
け

た
後
、
医
師
が
着
任
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

と
も
安
定
的
な
医
師
の
配
置
に
つ

い
て
、
国
や
北
海
道
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
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保
育
所
の
保
育
料
は
二
人
目
を
半

額
に
し
た
他
に
三
人
目
は
無
料
と

す
る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
も
こ
れ
ま
で

小
学
六
年
生
ま
で
だ
っ
た
も
の
を

高
校
三
年
生
ま
で
、
議
会
等
の
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
十
月
か
ら
拡

大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
は
頑
張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
方

や
元
気
な
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が

集
ま
れ
る
カ
フ
ェ
的
な
総
合
施
設

の
整
備
も
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

防
災
に
つ
い
て
も
沓
形
の
避
難
所

に
総
合
体
育
館
、
仙
法
志
の
避
難

所
に
仙
法
志
小
学
校
を
指
定
し
ま

し
て
、
臨
時
的
な
電
源
確
保
の
た

め
の
整
備
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
十
月
二
日
、

三
日
に
全
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊

を
含
め
て
四
百
四
十
戸
を
超
え
る

建
物
被
害
が
出
る
と
い
う
当
地
で

は
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
暴
風
雨
に
襲
わ
れ
、
そ
の
際
に

防
災
放
送
の
光
ケ
ー
ブ
ル
が
町
内

各
所
で
寸
断
い
た
し
ま
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
役
場
か
ら
の
防
災

放
送
が
伝
わ
ら
な
い
事
態
に
な
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
先
般
議
員

協
議
会
で
も
ご
相
談
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
稚
内
に
あ
り
ま
す
Ｆ

Ｍ
稚
内
の
Ｆ
Ｍ
放
送
を
受
信
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
国
の
総
務
省

と
も
協
議
を
い
た
し
て
お
り
ま
し

て
、
同
じ
圏
域
に
あ
る
地
元
放
送

局
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ラ
ジ
オ
を

活
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
被
害

状
況
、
災
害
対
応
等
が
町
民
の
皆

さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
環
境
が
整
備

出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
の
財
政
支
援
を
得
て
、
早
め
に

整
備
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
達
の
た
め
の
教
育
文
教
施

設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沓

形
中
学
校
、
仙
法
志
中
学
校
を
統

合
す
る
事
と
し
て
今
新
た
な
利
尻

町
立
利
尻
中
学
校
を
整
備
中
で
あ

り
ま
す
が
、
明
年
四
月
の
開
校
に

合
わ
せ
て
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
生
涯
教
育
や
文
化
の

振
興
推
進
に
も
努
め
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
再
利
用
に
つ
い
て
も
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
海

藻
押
し
葉
な
ど
の
地
域
支
援
な
ど

も
行
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
有
人
国

境
離
島
振
興
法
を
活
用
し
て
、
離

島
と
本
土
と
の
格
差
改
善
に
本
腰

を
入
れ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
年
四
月
に
有
人
国
境
離

島
振
興
法
が
制
定
さ
れ
、
離
島
振

興
に
つ
い
て
は
国
の
責
務
が
明
確

に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
か

ら
、
手
始
め
に
フ
ェ
リ
ー
運
賃
、

飛
行
機
運
賃
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、
目
下
利
礼
三
町
長
と
奥
尻
町

長
と
北
海
道
が
一
緒
に
国
に
対
し

て
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
分
野
も
含

め
離
島
格
差
の
改
善
を
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
健
全
財
政
の
堅

持
に
つ
い
て
も
、
従
前
の
と
お
り

進
め
て
行
か
な
い
と
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
政
の
主
だ

っ
た
一
部
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
参

り
ま
し
た
と
お
り
、
町
の
活
性
化

を
推
進
す
る
た
め
に
は
ま
ず
人
が

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

歴
代
の
首
長
の
皆
さ
ん
が
過
疎
化

の
防
止
を
至
上
命
題
に
据
え
て
、

町
政
推
進
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
歴
史
が
示
し
て
い

る
と
お
り
、
こ
れ
が
一
番
至
難
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
向

か
わ
な
け
れ
ば
本
町
の
活
性
化
は

進
ま
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
改

め
て
我
が
ふ
る
さ
と
利
尻
町
の
振

興
発
展
の
た
め
山
積
す
る
課
題
を

正
面
か
ら
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て

臨
み
ま
し
て
、
今
後
と
も
定
住
人

口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
交

流
人
口
を
増
や
し
、
更
な
る
町
政

の
充
実
の
た
め
に
粉
骨
砕
身
で
努

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
夢
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
申
し
上
げ
ま
し
て
、
町
長
の

町
政
運
営
に
つ
い
て
の
ご
質
問
の

答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

谷
議
員　

一
期
四
年
間
の
内
に
結

果
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
大
変
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私

も
議
員
に
な
っ
た
時
、
自
分
の
思

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
簡
単
に
物

事
を
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
や
は
り
原
点
は
住
民

を
思
う
心
、
そ
し
て
故
郷
を
思
う

心
、
ま
た
一
人
で
判
断
を
せ
ず
町

職
員
、
議
会
、
町
の
関
係
団
体
と

一
体
と
な
っ
て
物
事
を
進
め
て
行

く
こ
と
が
大
変
良
い
結
果
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
長
に

は
健
康
に
十
分
気
を
付
け
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
も
長
き
に
わ
た
っ
て
利

尻
町
と
い
う
船
の
舵
を
取
り
続
け

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

し
て
、
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

議会を傍聴しましょう
町政の主人公は町民の皆さんです！

定例町議会は年4回（3・6・9・12月）に開かれます。
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　平成27年度から２ヶ年間の
継続事業として、沓形字神居
地区に建設を進めてきました
「利尻町立利尻中学校」の校
舎・屋内運動場・グラウンド
がこのほど完成しました。
　新しい学校施設は４月の開
校に向けて、現在新たな備品
や設備の設置作業を行うなど、
最終的な準備を進めています。

　なお、教育委員会では、3月中旬に一般公開を予定していますので、詳細が決ま
りましたら改めてお知らせします。

16

　日本の伝統文化である和太鼓の活動をより多くの人に知ってもらうことや、太鼓
の歴史や伝統についての理解を深め、郷土芸能への興味・関心を高めることを目指
して、伝統文化親子教室事業として「親子和太鼓教室」を、12月中旬から１月中旬
にかけて３回開催しました。

　参加した方からは、「楽しかったので、またやってみたい。」「太鼓保存会の人
の説明がわかりやすくて上手く叩けた。」などの声が聞かれ、今回の教室で協力を
いただいた「りしり海鳴り太鼓保存会」の方からは、「これを機会に保存会の活動
に参加してもらえれば。」との声が出されていました。
　なお、りしり海鳴り太鼓保存会は、毎週月曜日19：00から総合体育館「夢交流館」
で活動しており、町民芸能祭などのイベントに参加して、その成果を発表していま
す。興味のある方はぜひ活動に参加してみてはいかがでしょうか。

•●•●•●•　　　　　　　　　　•●•●•●•



17

「利尻海藻押し葉移動展 in 東京」
開催しました！
「利尻海藻押し葉移動展 in 東京」
開催しました！

自動車税は、4月1日現在の登録に基づいて課税される税金です。

■引っ越しで住所が変わったときなどは、運輸支局で変更登録をしてください。
　次の場合は運輸支局で登録手続きが必要です。
　•住所が変わったとき（変更登録）
　•自動車を売買したとき（移転登録）
　•自動車を使用しなくなったとき（抹消登録）
　平成29年度の自動車税納税通知書を確実にお届けするために、3月中に手続きをお願
　いします。

■変更登録が間に合わないときは…
　札幌道税事務所にご連絡いただくか、道税ホームページから自動車税の住所変更手続
　きが可能です。

　▶札幌道税事務所自動車税部
　　☎011－746－1197
　　　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/address/index.htm

自動車税の住所変更をお忘れなく自動車税の住所変更をお忘れなく

　利尻の独自文化である「利尻海藻押
し葉」の作品展を、昨年12/6（火）、
7（水）の2日間、東京毎日新聞社１階
の「毎日メディアカフェ」で開催しま
した。会場では、一昨年利尻町で開催
した「海藻押し葉コンクール2015」
の入賞作品など43点を展示、利尻町
からは４点の作品が展示されました。
また、海藻押し葉体験会も行いました。
なお、開催の様子
が、７日の毎日新
聞朝刊に掲載され
ました。

毎日新聞　H28.12.7記事

会場の様子



　健診では身体を詳しく見ることができ、病気に早く気が
ついたり、自覚症状が無く元気だと思っていても体の中で
は様々な変化が起こっていることを知ることが出来ます。
どんなことが分かるか下の図をご覧ください。健診を受け
たあとには結果の見方についてお伝えさせていただきます。
皆様も健診を受けてみませんか？　
　　　　　　　　　　　　　（くらし支援課　保健指導係）

健診に
行こう！！

18

健診を受けたらわかること

心臓の収縮時と拡張時の血管に
かかっている圧力を調べます。

血圧
眼の中の“脳”に繋がる血管の
状態を調べます。硬くなったり、
狭くなっていると要注意！

眼底検査

虫歯や歯周病、歯石（歯周
病の原因）の有無を調べま
す。

歯科健診
中性脂肪、HDL、LDL
脂質異常症に関係する検査
項目です。

血糖値、HbA1c
糖尿病に関係する検査項目
です。

AST、ALT、γ-GTP
肝臓の機能に関係する項目
です。

Hb、Ht、RBC、Alb、WBC
貧血や栄養状態、免疫の働
きに関係する項目です。

クレアチニン（eGFR）、
尿酸
血液中に
残ってい
る不要物
の量から腎臓
の能力を評価
します。尿酸
は食事や飲酒
でも変化します。

血液検査

便に血が混じっているか調べる
ことで大腸がん、大腸ポリープ
がある可能性を判断することが
できます。

大腸がん検診

肺の状態を調べます。肺が
ん、肺結核、肺炎、気胸、
肺気腫、気管支拡張症など
を発見できます。

肺がん検診

尿中に排泄された物質を調
べて、腎臓・尿路系に不調
がないか調べます。

尿検査（尿蛋白、尿糖、
尿潜血）

心臓の働きに不調が無いか
調べます。

心電図



19

　住民基本台帳法第11条第3項及び第11条の2第12項、住民基本台帳の一部の写しの
閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第3条の規定に基づき、下記のとおり公表
します。

　　●期　　間　　平成28年1月1日から平成28年12月31日まで
　　●閲覧状況　　０件
　　　　 【お問合せ先】利尻町役場  くらし支援課町民係　☎84－2345

住民基本台帳閲覧状況の公表住民基本台帳閲覧状況の公表

　

現
北
海
道
利
尻
町
議
会
議
員
で
、
去
る
十
月

三
日
、
七
二
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
惣
万
優
氏
に

対
す
る
特
旨
叙
位
・
特
別
叙
勲
伝
達
式
が
、
十

二
月
九
日
、
沓
形
字
泉
町
の
自
宅
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

伝
達
式
で
は
ご
遺
族
の
惣
万
榮
子
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が
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保
野
町
長
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正
六
位
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記
並
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に
、
旭
日

双
光
章
の
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記
（
賞
状
）
と
勲
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。

現
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海
道
利
尻
町
議
会
議
員

（
地
方
自
治
功
労
）

正
六
位
・
旭
日
双
光
章

故 

惣
万　

優 

氏

健診の結果を知ることが大事です！
健診を受けたAさんのお話
　定年を迎えて総合健診を受けたAさん。今回の健診でHbA1cが7.6％、血糖値（空腹時）
が157g/dlと糖尿病が疑われて受診が必要な値でした。過去に服薬を勧められたこともあり
ましたが、まだお薬を飲まなくても大丈夫な段階だととらえていました。結果説明でお薬に
よる治療が必要な値だと知ると、本当に糖尿病か確かめるために内科を受診。すぐに内服治
療が開始になりました。検査の結果がどういうものか知ることが大事ですね。町外で健康診
断を受けている町民の方にも自分の身体の状態がどのような状況にあるか説明させていただ
いていますので、保健指導係までお問い合わせください。

今年の総合健診は春が5月11日～13日、
秋は9月29日・30日となっています。
個別健診は通年で受けることが出来ます。
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　各漁港には、遊泳（潜水を含む）を規制する『遊泳禁止区域』が指定されており、区域
内で遊泳をした場合、５万円以下の罰金に処されることがありますので、違反をすること
がないようご注意願います。（北海道漁港管理条例第6条、同条例20条に記載）
　ただし、次に揚げる場合については、禁止対象から除外されます。

※着色部分が遊泳禁止となります。

●北海道漁港管理条例が改正され、平成29年4月1日から漁港内の遊泳
　が禁止になります。

•漁業者が漁業を営むための遊泳
•漁業従事者が漁業に従事するための遊泳
•漁業協同組合が当該組合の定款に定める事業の遂行のための遊泳
•漁港漁場整備法第39条第1項又は北海道漁港管理条例第13条第1項の許可に
　基づく遊泳
•国、道、町、若しくは独立行政法人が、知事に届け出たうえでの遊泳
•知事が特に必要があると認めて許可した場合の遊泳

【栄浜漁港】 【新湊漁港】

【仙法志漁港】 【御崎漁港】

【蘭泊漁港】

各漁港の遊泳禁止区域図

【お問合わせ先】宗谷総合振興局産業振興部水産課
　　　　　　　　☎0162－33－2945



父：侑矢　母：藍

山 本 凪 希 くん（3さい）山 本 凪 希 くん（3さい）

家 愛 今回は、2人のお友達
を紹介するよ！

あい

や

やんちゃで好奇心旺盛！！
でもとーっても甘えん坊な凪希。
これからも色々なことに
チャレンジしてかっこいい
お兄ちゃんになってね♡

【お母さんから】ら】

父：孝弘　母：沙織

記 虎 　 湊 くん（3さい）記 虎 　 湊 くん（3さい）

ぎな

内弁慶な湊。
いつも明るい言動で家族を
温かくしてくれます。
もうすぐお兄ちゃんになりますが、
湊は湊のままで
一歩一歩成長して下さい。

【お父さんから】ら】

みなと
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街をひと歩き街をひと歩き
まちの話題にズームイン！

12月10日月 0月 0日
利尻町民歳末チャリティー祭利尻町民歳末チャリティー祭

1月3日 利尻町成人式利尻町成人式

1月15日1月15日 新春少年カルタ大会新春少年カルタ大会

1月27日・28日春に花咲く健康教室春に花咲く健康教室
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消防だより消防だより NO.407消防だより
「消しましょう  その火その時  その場所で」

出動件数　火災0件　救急14件 （平成29年1月31日現在）

平成29年 利尻町消防団出初式平成29年 利尻町消防団出初式

〈分列行進　車両部隊〉

〈分列行進　徒歩部隊〉

〈式　　典〉 〈表彰状授与〉

　昨年11月に実施した一般家庭の防火点検の結果、
利尻町管内の住宅用火災警報器の設置率は92％でした。
　防火点検のご協力、ありがとうございました。

　利尻町消防団の出初式は１月７日、仙法志地区を会場
に来賓27名を迎え、団員73名、少年消防クラブ員10名
が参加し厳粛に挙行されました。

　利尻町公民館大ホールで行われた式典では、来賓の皆
様よりお祝いの言葉を頂き、また、長年消防団活動に尽
力された団員の方々に表彰状の伝達及び授与が行われま
した。

住宅用火災警報器の
　　　設置状況報告
住宅用火災警報器の
　　　設置状況報告

　２月下旬に、消防署と役場くらし支援課
合同で、独居老人世帯の防火査察及び健康
面のチェック等を行いますので、ご協力を
お願い致します。

独居老人世帯
（70歳以上）の
特別査察を実施します
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【まちの人口】 　2,149人　  世帯数 1,112世帯 　　男 1,041人　  女 1,108人  （平成29年1月31日現在）

発行：利尻町役場　　編集：くらし支援課町民係　　印刷：㈱国境
TEL 0163－84－2345　　FAX 0163－84－3553
利尻町公式ホームページ　http://town.rishiri.jp/
Eメール　choumin@town.rishiri.hokkaido.jp
（広報りしりに関するご意見ご要望は上記E-mailアドレスまでお寄せください。）

この広報紙は道産間伐
材を使用しています。

ぴ い ぷ るぴ い ぷ るぴ い ぷ る
（戸籍の動き） 2017年2月10日現在

発行：利尻町役場　　編集：

【利尻町社会福祉協議会】

　この度、次の方々から愛情銀行に金
封及び物品が預託されましたので、紙上
を借りてお礼申し上げます。

●沓形字緑町　北島昭子 様から、
　夫　北島利治 様の香典返しを廃して

●沓形字泉町　永井昭廣 様から、
　父　永井昭三 様の香典返しを廃して

●旭川市神居　其田孝仁 様から、
　母　其田　忍 様の香典返しを廃して

●横浜市栄区　針金仁樹 様から、
　父　針金順五郎 様の香典返しを廃して

● ご厚情に感謝申し上げます● ご厚情に感謝申し上げます

はっぴぃ・うぇでぃんぐ
1月19日　（仙）本町
　　　　　立　花　昭　裕　さん
　　　　　川　端　茉　美　さん　

1月21日　新湊
　　　　　水　貝　和　広　さん
　　　　　原　　　衣　織　さん　

（戸籍の動き） 2017年2月10日現在

はっぴぃ・うぇでぃんぐぴ うう で ぐんぐはっぴぃ・うぇでぃんんぴぃ・ ぇでではっぴぴ

おくやみもうしあげますくやみもうしあげます
1月13日　緑　町　北島　利治 さん（86歳）
1月23日　政　泊　永井　昭三 さん（89歳）
2月 2日　泉　町　其田　　忍 さん（80歳）
2月 3日　緑　町　針金順五郎 さん（86歳）

援課町民係　　印刷：㈱国境くらし支援

会】

上

て

● よせられた善意 ●
【一般寄附】
　◆利尻町沓形字富士見町
　　株式会社　吉安組　
　　　代表取締役　吉安　隆也 様より
　　　　　　一金　100,000円

【指定寄附】
　◆利尻富士町鴛泊字港町
　　利尻漁業協同組合
　　　代表理事組合長　坂本　忠一 様より
　　　　　　一金　5,000,000円
　　　　　　　　　　　　（漁業振興資金）

　◆利尻町仙法志字元村
　　　赤　坂　　　修 様より
　　　　　　一金　30,000円
　　　（特別養護老人ホーム備品購入資金）

　◆利尻町沓形字泉町
　　　永　井　昭　廣 様より
　　　　　　一金　50,000円
　　　（特別養護老人ホーム備品購入資金）

ご厚志に対し厚くお礼申し上げます

歳）
歳）
歳）
歳）

● よせられた善意 ●

はじめまして！ ベイビー

12月20日　星 田 瀬 凪 くん
元村〔父：友樹〕

なせ

1 月 3 日　記 虎 莉 世 ちゃん
（仙）本町〔父：孝弘〕

せり

1月14日　八 木 彩 月 ちゃん
緑町〔父：宏和〕

つきさ

1月23日　吉 田 春 陽 くん
富士見町〔父：優太〕

るは


